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はじめに

 土地区画整理事業は一般に暮らしている人たちも
協力して一つの街を作り上げていく，住民とともに
する「まちづくり」である．

 新たな属性により，防災に強い都市計画に役立て
る．

 計画者と住民の距離を縮めるために，より住民の
理解が必要となる．



はじめに

 現在あるデータにより，属性付けするだけでな
く，新たに属性を作り出すことでより幅広く，住
民の要求に応えることが可能になる．

 より高度な視覚化を図るため，一般的にも利
用されているGoogleEarthを使用することで住
民の理解を深めることができる．



研究内容

三次元プロダクトモデル，
Civil3D，GoogleEarthの
調査研究

土地区画整理事業を施
行すべき区域の市街地
整備方針

属
性
の
決
定・
提
案

属
性
の
付
加

GoogleEarthへの
パブリッシュ



三次元プロダクトモデル

 それぞれに形状や材質等の属性情報を持た
せ，それらを関連付けていくことによってデー
タモデルを構築している．



Autodesk Civil3D

 特徴
 作図標準を簡単に維持できる．各オブジェクト タイプ
について，画層，色，フォント，ラベルのコンテンツな
どの設定をユーザが定義できる．



Civil3DとGoogleEarth

 Google Earth を利用して、企画から承認に
至るあらゆる段階で、インタラクティブに最新
設計情報の表示とナビゲートが可能．

企画会議あるいは公聴会などでインパクトの
強いプレゼンテーションが可能．

 コンセプト設計の進展をクライアントと共有．



モデル地区の決定

 世田谷区について研究を進める．
→本校が立地しているため．



「土地区画整理事業を施行すべき区
域の市街地整備方針」

 世田谷区は，当該区域のまちづくりについて，
土地区画整理事業に限定しないで，地区計画
等の多様な手法を活用し，街づくりを進めてい
くための，市街地整備方針を策定した．



市街地整備方針

基
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・防災街づくり基本方針 ・緑基本計画

・公園緑地整備方針 ・道路整備方針

・地先道路整備方針
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すべき区域の市街地整備方針



該当地域

 区の指定する該当地域は，大きく分けて
 世田谷北部（699.7ha）

 世田谷南部（590.0ha）

 世田谷多摩川付近（58.3ha）

となっている．



道路整備方針，地先道路整備方針

 道路ネットワークは，市街化予想線を見直し，
道路整備方針，地先道路整備方針の道路網
を基本に，６～８ｍの地区骨格道路ネットワー
ク，それを補完する４～６ｍ道路ネットワークに
再構築する．地先道路整備計画に位置づけの
ない４～６ｍ道路は，壁面線の指定等により，
地域の住環境に配慮した空間としてネットワー
ク化を図っていく．



道路幅員の属性設定

 4m未満，4m以上～6m未満，6m以上の幅員
を有する道路に属性分けをする．



揺れやすさマップ

 世田谷区内を震源とする直下型地震が発生し
た場合の震度分布であり，震度の最大値を表
現したものである．



危険度マップ

 地震による揺れによって発生する建物被害の
分布を、相対的に表したものである．これは，
揺れやすさマップで示された強さの揺れの場
合に，建物に生じる被害の程度を示したもの
である．



防災マップによる属性設定

 揺れやすさマップによる属性
 震度6強の分布の中でLevel1，Level2，Level3の3
つに分け，面属性として設定した．

 危険度マップによる属性
 危険度を5～7%，7～10%，10～20%の3つに分け，

面属性として設定した．



新たな属性の提案

 道路幅員の線属性と，揺れやすさマップ・危険
度マップによる面属性の3つを統合すればど
の地域の整備を優先させるべきなのかを検討
することに用いることが可能となる．



4m未満道路接道数による属性設定

 道路整備優先度の関連付け
 →道路幅員の線属性から4m未満道路に1本以上接
道している区画，2本以上接道している区画，3本以
上接道している区画という3つの面属性を区画ごとに
設定した．



GoogleEarthへのパブリッシュ

 細かな表示の組み合わせ，説明を可能にさせ
るために，それぞれ属性分けをした層ごとパブ
リッシュさせる．



考察

 都市計画におけるプロダクトモデル作成時の
計画の段階で道路の骨格作り，道路拡幅の工
期の優先順位など幅広く活用できる材料とな
る．これをGoogleEarthにより視覚化させるこ
とでよりわかりやすいプレゼンも可能になる．



今後の展望

 基本方針に掲げられている防災街づくり基本
方針，緑基本計画，公園緑地整備方針につい
てや，防災マップにある総合地盤特性マップや
避難の安全性マップなど，多様な属性を設定
すれば，より地域の安全性，環境，発展を考
慮した街づくりが可能となる．
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